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米 代 川 流 域 に お け る 55年 稲 作 冷 害 の 特 徴
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: は  じ め に

昭和55年の稲作は,東北地方としては戦後最大の被害と

なった。秋田県の作況指数は,9の平年作にとどまったが町

村別の作況指数は37か ら111に まで及び,著 しい地域差を

生じ, これまでの記録にはみられない作柄となった。とく

に被害の著しい地域は,県北部と東部山間高冷地であり,

その被害の様相 も,遅延型冷害の51年 とは異なっており,

地形に支配される度合いが大きかった。そこで,最 も被害

の著しい米代川流域を中心に実態調査を行い,今後の技術

対策への手掛 りを得ようとした。

2 55年冷害と気象との関係

55年の気象は, 5～ 6月 の高温多照 と7～ 9月 の異常低

温に代表される。この冷害をもたらした低温は,オ ホーツ

ク海高気圧の張 り出 しによる偏東風によるもので,秋田県

内では 7～ 9月 にわたり吹走したが, 8月 は最 も多 く,そ

の吹走頻度は約 70%で あった。図 1に 8月 の月平均気温と

風向を示 したが,大 きくみると県内に入る風は 4つのルー

トがみられ,中でも十和田 湯瀬方面から県内に入 り,米

代サ1沿いに吹走する場合が最 も低温である。もともと県内

に入る偏東風はフェーンを伴っており,岩手県側に比べて

約 2℃ 程度の温度上昇となっているが,県境から海岸に至

るまでも約 2℃ 程度の昇温 となり,地域差拡大の要因とな

って,ヽ る。

この温度分布と被害 との関係をみると, 7～ 8月 の平均

気温が 20℃ 以下の地域では,作況指数 50以 下になっており,

21℃ 以内でも80前後となっている。しかし,21℃ 以上では

被害はほとんどみられない。最も被害の著 しい鹿角市・郡

について 7～ 8月 の月平均気温と収量 との関係について図

2に示 した。明治 大正年代,昭和31年 まで,昭和50年 ま

で,Sl年以降 と時代区分 してみると,収量は各時代ことに

着実に増大している。しかし,55年 の気温 (毛馬内 花輪

2カ 所の平均で 204℃ )では,現在の技術水準下において

も,ほば,明治 大正年代の収量 レベルまで低下している。

この程度の温度は,今後の技術対策を考慮する場合の一つ

の目標温度を示すものと思われる。
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7～ 8月 平均気温 (℃ )

図 2 7～ 8月 の月平均気温 と収量の年次別推移

3 米代川流域における被害の状況

米代川は岩手県田山に源を発して,県北部を横断してい
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55年冷害では,品種間差が最 も大きい要因であるが,次

いで大きな要因として,生育量との相関 (主に窒素含有率

による要因 )が表 1の結果から言える。

また,株当たりの着粒数と不稔の関係を図 4に示したが

アキヒカリとキヨニシキでは,適正籾数F・5に差がみられ,

キヨニシキは7当たり約 4万粒を越える程度から不稔が急

増することがみられ,地域的に適正籾数の確保に十分な留

意が必要と考えられる。
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図 3 地域別品種栽培条件と不稔程度

る河川であり,55年 の偏東風はこの川に沿って吹走してい

るので,10月 2～ 3日 にかけて,こ の本流域を中心に実態

調査を実施した。この時期は,ほ v4‐成熟期に近い頃であっ

た。調査は主に品種と栽培条件との関連,抜取 り株による

生育程度・不稔等について行い,不稔歩合は水選によって

行った。

図 0にその概路を示した。不稔の程度は河口付近ではア

キヒカリに散見程度,キ ヨニシキは水口以外にはみられな

かった。標高30～407の地域 (ニツ丼 )で はキヨニシキに

不稔が目立ち始める。また,中流の鷹巣付近では,栽培条

件,土壌基盤の差により不稔が多くみられ,と くに切土,

盛土間に頭著な不稔差を生 じているのが特徴的であった。

さらに標高60～ 90π (大舘・比内 )地内に入ると,50%以

上も不稔の場合が多くみられ,と くに盛土で著しい例が多

くみられる。また,水日,晩植え,多肥などで不稔が多 くな

っている。さらに100～ 150π (鹿角平坦地 )の上流に入

ると,ア キヒカリ,キ ヨニシキともに不稔の増大がみられ

るが,キ ヨこシキが明ら力,こ 多く,ま た多肥 水口 沢の

方向などによる不稔差もみられた。また250π以上の地域

では,キ ヨニシキは,ほ とんど全粒不稔となり,栽培法に

よる差はみられず, 350π 以上の地域では,極早生のマツ

マエ・ シモキタ程度の品種でも,50%程度の不稔 となって

いる。

4 生育の程度と不稔との関係

表 1の不稔程度の著しい例について対照と比較して示 し

た。この各地点を通し,生育量の大きい場合 (多 肥・盛土)

で,茎葉窒素含有率 1%以上のもの,ま たは水口 (窒素含

有率 1%以下でも)の場合著しい不稔がみられ,切上・少

肥などは生育量が少なく,窒素含有率も08%以下の場合

では不稔の程度は少なくなっている。

図4 県北地域における株当り全粒数と不稔との関係
(米代川流域 )

注.()内は″当たり株数24と した場合のだ当たり全
粒数

250れ以上の地域では,栽培法による不稔差がほとんど

みられないのは,こ の地域では,穂牢期 開花期の双方で

障害を受け,さ らに遅延も加わっていると推定され,こ の

ような場合では,現在の技術条件下でも対応が難しく,耐

冷性品種の選出に期待する所が大きい。 150m以下の地域

で,生育量との関連で不稔を生じているのは,主に穂學期

の障害によるものであり,こ れらに対しては品種の組合せ,

生育量の調整により対応の出来る地域,ま たは温度範囲と

考えられた。
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表 1 栽培条件と生育状況・不稔歩合

地

名

品

種

名

条

　

件

成熟時の生育

状    況 i

株

重

株

唇

遣
ノ

メ

糎
重
／
全
重

枢

重
/
株

不

稔

歩

合

案

Ｎ

|

II長

(`″ )
糠
∽ =数

" 
井

キヨ■シキ
(00れ )

上

十

切

霧

比 内

アキしカリ
('Oπ )

土

上

“

“ 120

キヨニツキ
(,0れ )

上

土

切

装

165
13,

上深井
キヨニンキ
(8o π)

細
は
相
一翻
鋼

ゐ

ａ

”

0,3

工
原

兵

川

笹 キヨニンキ
(1:0れ )

1,8

140

162

151

ｍ

４

一ェ

ー

¨
蜘
一″
咽

花 綺
キヨ■シキ
(130れ )

肥

巴

少

多


